「ストーンパワー」
　　～水木しげる作「空想石」からの発想




　　作・照屋　洋

（せんがわ劇場第一回演劇コンクールプレ上演作品）

【登場人物】
Ａ（正太郎）
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 
Ｅ 
Ｆ 
Ｇ 
Ｈ 
ジャイアン
ねずみ男

白い人たち 
兵士たち

　　　　　　　一、
　　　　音楽（バッハ、マタイ受難曲第二部第四十七曲アリア「神よ、憐れみたまえ」）とともに幕が開く。スモーク、目つぶしの中で白い布をかぶった人たち（十数人）、中央でうごめいている。両手には、視力検査で使う、黒い片目隠しの棒を持ち、目の位置に当てている。さながら目のようである。
　　　　初めは白い人たちがはっきり見えなかったが、しだいに明るくなり、よく見えるようになる。スモーク、目つぶしは消す。

白い人１　見える見える。

白い人たち　何が見える？

白い人２　たそがれ

白い人３　ためいき

白い人４　ノスタルジー

　　　　この後は、白い人たち、口々に次のせりふを言っている。
白い人たち　　猫のひげ。神経質なウサギの耳。壊れた時計。
砂浜。不時着。赤いバラ。
ためいき。たそがれ。夕暮れ。

ノスタルジー

お祭り。メリーゴーランド。

空中ブランコ。
学歴。競争。評価。お金。格

差。

地雷。劣化ウラン弾。原爆。

銃。空爆。子供兵。人身売買。

テロ。
夜の遊園地。サーカスのテン

ト。路地裏の見世物小屋。
老いたピエロ。孤独なボクサ

ー。うらぶれた銀幕スター。
　　　　せりふの間、一度ちらばり、再び中央に集まる。集まったところで、見えないようにＡとジャイアンは布を取る。Ａは中央のベンチ（四角い箱を３個で。）に座っていて、ジャイアンにいじめられている形。白い人たち退場とともに中央にいるＡ、ジャイアンが見える。白い人たちは「何も。なんにも。なんにもない。何も見えない。」と言いながら退場。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジャ　（Ａに向かって）じゃあな。このゲーム、もらってくぜ。（去る）

Ａ　　だめだよー、返してよー。ちきしょー。なんでいつもこうなるかなあ。でも、もう一個あるんだよ。（かばんからもう一つゲーム機を出す。）よし、キックだ。ジャイアンなんかやっつけちゃえ。パンチ！　よし、やったー。クリア。（少しの間。そして、ボーッとする。）これが現実の世界だったらなあ。なんでも思い通りになったらなあ。
　　　　ねずみ男登場。Ａに近づく。Ａ、気持ち悪そうにし、ねずみ男が座ろうとするとそこにずれて、座らせないようにする。しばし、イス取りゲームの様相。ねずみ男、仕方なくＡの上に座る。
Ａ　　わー、何だよ。やめろよ。
ね　　邪険にするなよ。鬼太郎。
Ａ　　僕は鬼太郎じゃないよ。君こそねずみ男みたいじゃないか。
ね　　みたいじゃないよ。ねずみ男さ。
Ａ　　えーーー。
ね　　（目玉のおやじの声で）おい、鬼太郎！
Ａ　　はい、あっ！
ね　　やっぱ鬼太郎じゃないか。
Ａ　　違うよ。僕は正太郎。ほら、鉄人二十八号のリモコン持ってるでしょ。
ね　　今の若い人たちにそれ、わかるかなあ。
Ａ　　（ちょっとの間）じゃあね。
ね　　ちょっと待ってよ。
Ａ　　あのね、僕忙しいの。
ね　　忙しいって、今ゲームやってたじゃん。
Ａ　　違う。空想にふけっていたの。
ね　　空想？　どんな？
Ａ　　どんなって・・・願ったことが現実にならないかなあって。
ね　　そんなの簡単さ。
Ａ　　えっ？
ね　　これでね。（石を見せる。）
Ａ　　なにそれ。
ね　　空想石さ。
Ａ　　空想石？
ね　　そうさ、この石を持ってるとなんでも自分の思い通りになるよ。これをこう持って、呪文を唱える。『ラーメン、イケメン、僕ツケメン』
Ａ　　ばっかばかしい。
ね　　ほしくない？
Ａ　　だって、そんなんで現実が変わるわけないでしょ。空想はあくまで空想。そんなのがいちいち現実になったら大変じゃん。
ね　　じゃあ聞くけど、君は何が現実で何が空想か区別できる？
Ａ　　あたりまえでしょ。
ね　　ほんとは映画の「マトリックス」の世界と同じだったりして。
Ａ　　ああ、それは考えたことあるよ。脳が勝手に見せているだけで、現実には起きてないかもしれないって。でも、それならそれでいいや。
ね　　じゃあ同じじゃん。そしたら新しい空想の世界へ行って帰ってこなくてもいいんじゃないの。
Ａ　　それも一理あるけど、実際そんな訳ないし。
ね　　悩みは？　困ってることある？
Ａ　　別に。勉強や人との関係で疲れちゃったけどね。お金もいっぱいあるといいなあ。毎日家でも学校でも受験受験で息が詰まりそう。
ね　　だったらこの石をぜひ。全て解決するよ。ホントは一万円なんだけど、中学生だから千円でいいよ。
Ａ　　随分まけたね。ちょっと見せて。（石を受け取る。捨てる。）やっぱいらない。
ね　　あああ、ちょっとまってよ。ああああ。君が投げたから、石が傷ついちゃったよ。これじゃあ売り物にならない。困ったなあ。（うそ泣きする。）
Ａ　　えー、この石、どこも変わってないよ。
ね　　それは空想が足りないから。あーあ、どうしよう。
Ａ　　わかったわかった。買ってやるよ。五百円にまけてね。じゃあね。（石を取り、五百円を渡し、去る。）
ね　　あーーちょっと・・・ちきしょう。ちゃっかりしてるなあ。まあいいや。どうせ河原で拾った石だ。まだ、こんなにあるし。（かばんからたくさんの石を出す。）
　　　　何人か人が通る。ねずみ男、声をかけ、石を売ろうとするが、売れない。
　　　　最後に通った男に頭をはたかれ、ねずみ男たおれる。

ね　　いてーなあ。（少しの間、倒れている。急に起き上がり、）場所変えよう。（退場）
　　　　　　　　二
　　　　夕方の色合いに変わる。Ａ登場。
Ａ　　あーあ疲れた。あの先生の話、何言っ
　　　てるかわからないよ。
あ、そうだ。塾の月謝、渡すの忘れたかも。（かばんの中を探しながら）あーやっぱり。あれ？　なんだこれ？　（石を出す。）こんなものが入ってるから重いんだよ。（捨てようとするが、思い直して石を見つめる。向こうから、ジャイアンが来る。）あ、ジャイアンだ。また、いじめられる。どうしよう。（石を見て）よし、頼むぞ。（石を持って願う。）ジャイアンが僕に優しくなりますように。
　　　　歌を歌いながらジャイアン登場。ジャイアンのお面をかぶっている。
ジャ　あれ？正太郎、何してるの？
Ａ　　あ、いや、そのー、疲れちゃって、
鞄が重くて・・・　
ジャ　なーんだ、そんなことか。俺が持ってやるよ。
Ａ　　えーいいよいいよ。また、川に投げ捨てたりするんだから。
ジャ　（泣く）シクシク・・・
Ａ　　えー、ジャイアン泣いてるの？
ジャ　俺は正太郎君にそんな風に思われていたのか。そうか、そうだったのか・・・。ごめんなあ（泣き崩れる）
Ａ　　あ、いや、そうじゃないよ。ありがとう。じゃあ、持ってくれよ。
ジャ　うん！
　　　　ジャイアン、鞄を持ってやる。一緒
に退場。そでの中から声がする。
Ａ「もうこの辺でいいよ。サンキ
ウ、ジャイアン。」
　　　ジャ「ああ、またいつでも言ってく
れよな。」
　　　　ねずみ男、ジャイアンのお面をつけ、同じ服装で出てくる。
ね　　（お面を取りながら）あー、石を信じ
させるのも苦労するよ。あ、また来た。
（物陰に隠れる。）
Ａ　　（登場）びっくりしたなあ。ジャイア
ンがあんなに優しいなんて。（石をじ
っと見て）この石、案外ほんとかも。
よし、もう一度試してみよう。さっき
この石で５００円使っちゃったから、
５００円拾えるといいなあ。（目をつ
ぶり、石を持って祈る。）ラーメン、
イケメン、僕ツケメン。
ねずみ男、この間に５００円玉を落としておく。Ａ、そっと目を開く。５００円玉に気づく。
Ａ　　あー、ほんとに落ちてた。（拾い、あたりを見て、急いでポケットにしまう。）
ね　　（ビデオカメラを持って出てくる。）見―ちゃった、見―ちゃった。泥棒さんを見―ちゃった。
Ａ　　え、違うよ、これ、僕のお金だよ。
ね　　あっそ。じゃあ、警察にこのビデオ、見せに行こう。それから君の学校にも。
Ａ　　あーわかったよ。返すよ返せばいいんでしょ。
ね　　返すって、どこに？　（少しの間）やっぱ警察行こう。
Ａ　　あー待ってよ。この石だよ。この石のせいだよ。
ね　　石のせい？　石のおかげだ！
Ａ　　あ、はい、そうです。この石、ほんとにすごい！
ね　　じゃあ、やっぱ一万円だ。
Ａ　　そんなあ、お金ないよ。
ね　　塾の月謝があるでしょ。
Ａ　　何で知ってるの？
ね　　妖怪だからさ。
Ａ　　じゃあ、この石本物？
ね　　もちろん。
Ａ　　絶対？
ね　　しつこい！　警察行くね。
Ａ　　あー待って待って。本物なら買うよ、一万円出すよ。
ね　　よし、契約成立。（一万円受け取る。）返品きかないからね。
Ａ　　わかったよ。
ね　　じゃあな。せいぜいその空想石で遊んでな。（退場）
Ａ　　（一人残り、石をじっと見る）空想石
か・・・・・。
　　　　　三
　Ａ、石を握りしめ、何かを祈ってい
る様子。Ｂ子、出てくる。Ａに気づく。ＡはＢに気づいていない。Ｂ，Ａに声をかけようとしてやめ、Ａの後ろにそっと近づき両手でＡの目隠しをする。
Ｂ　　だーれだ。
Ａ　　え、もしかしてＢ子？
Ｂ　　そう。何やってんの、こんなところで。
あーまた塾さぼってんでしょ。お母―さんに言ってやろ。
Ａ　　違うよ、ちゃんと行ってきたよ。
今、塾の帰り。
Ｂ　　あー何持ってるの。（石を取り上げ）何これ？　ただの石じゃん。君のお母さん言ってたよ、いろんなもの拾って来て困るって。この間なんか、これ絶対河童の化石だとか言って、家を取り壊した現場から屋根の瓦の破片拾って来て、『これ、水につけておくと、河童のクゥになるよ。』って、２時間もバケツの中覗いてたって。あーあ、お母さん大変だろうなあ。
Ａ　　うるさいなあ君は。だいたい僕のいない時に勝手にうちに入り込んで母さんと話したりしないでよ。
Ｂ　　悪い？
Ａ　　悪いって言うかさあ。
Ｂ　　あーわかった。変な雑誌とか写真集とか隠してるんでしょ。今度お母さんと一緒に探そっと。
Ａ　　持ってないよ、そんなもの。なんでそうなるかなあ。
Ｂ　　そうよねー、私がいるもんねー。
Ａ　　え、ああ、うん。
Ｂ　　「え、ああ、うん。」か。なんかなあ。
Ａ　　え？
Ｂ　　・・・・ね、もうちょっとしっかりしてよ。勉強でも、スポーツでも、学級委員としても、私に対しても。
Ａ　　・・・うん。
Ｂ　　彼女としては心配だなあ。なんか頼りないなあ。
Ａ　　・・あ、うん。
　　　　少しの間。
Ｂ　　ねえ、みかん食べない？
Ａ　　うん。
　　　　２人、一つずつ食べ始める。Ｂはきれいにむくが、Ａはバラバラにむく。
Ｂ　　ねえ、どうしてバラバラにむくの？　種とか中の皮とか捨てる時どうするの？
Ａ　　うるさいなあ。全部食べるからいいんだよ。
　　　　ＣＤＥ登場。
Ｃ　　おー。お二人さん、こんな時間に
デートかい。
Ｄ　　何してたんだろうねえ。
Ｅ　　してたんだろうねえ。
　　　　３人、いろいろ冷やかす。携帯で写真をとるなど。
Ｂ　　（Ａに）ねえ、ちゃんと言ってよ。
　　　　Ａ、石を握りしめ、祈る。小さい声で「ラーメン、イケメン、ぼくツケメン。」そして、毅然とした表情で顔を上げる。
Ａ　　うるせえなあ、関係ねえだろう！
　　　　３人、少したじろぐ。
Ｃ　　はあ？　てめえ、やる気かよ。
Ｄ　　随分、今日は威勢がいいじゃねえか。
Ｅ　　いいじゃねえか。
Ａ　　うるせえって言ってんだよ。とっとと消えろ！
Ｃ　　めちゃくちゃムカついた。
Ｄ　　やってやろうじゃん。
Ｅ　　やろうじゃん。
Ｂ　　あ、誰か来る。
　　　　ねずみ男、登場。サイレンを持っている。鳴らしながら来る。
ね　　おまわりさーん、どろぼうだよー、ど
ろぼうー。
Ｃ　　やべ、逃げろ。
Ｄ　　覚えてろ。
Ｅ　　覚えてろ。
　　　　３人、退場。
Ｂ　　ちょっと見直した。
Ａ　　（それには答えず、ねずみ男に向って）もしかしてさっきの・・・。
ね　　石の効果、大でしょ。
Ａ　　やっぱりそうなんだ。
ね　　じゃあな、がんばってな。（退場）
Ｂ　　なーに、石って・
Ａ　　ほら、この石。「空想石」とか言って空想するとその通りのことが起きるんだ。
Ｂ　　ばっかばかしい。
Ａ　　僕もはじめはそう思ったんだけど、さっきも君のこと考えていたら現れたし、今は自分が格闘家になったことを想像したら、あいつらに向って行けた。
Ｂ　　ねえ、ほんとにそういうことあると思う？
Ａ　　だって、この石をくれたのが、ねずみ男っていう妖怪だもん。
Ｂ　　はいはい、じゃあ私の彼氏って、妖怪の友達がいるのね。だったら今度、ぬりかべ紹介して。いったんもめんもいいなあ。あ、やっぱりここは鬼太郎に登場してもらわないとね。目玉のおやじをいつもポケットに入れておいたら、みんなびっくりするだろうなあ。あー、もしかして私って猫娘だったりして。
Ａ　　ほんとに君はよくしゃべるなあ。
Ｂ　　なんかムカついてきた。ひとりで帰る。じゃあね。
Ａ　　あ、待ってよ。
　　　　２人退場。Ｃ、Ｄ、Ｅ、出てくる。
Ｃ　　おい、聞いたかよ。
ＤＥ　聞いた聞いた。
Ｃ　　石だって。
Ｅ　　石だって。
Ｃ　　おい、Ｅ男。
Ｅ　　はい。
Ｃ　　あの石とってこい。
Ｅ　　え――
Ｄ　　失敗したら、どうなるかわかってんだろうな！
Ｅ　　え―――――
　　　　《ブルー暗転》

この間にベンチにしていた３つの箱を後ろに移動しておく。移動し終わって黒子がはけたら照明つける。
　　　　ＦＧＨ登場。
Ｆ　　最近正太郎、かっこよくない？
Ｇ　　うんうん。そう思う。
Ｈ　　なんか自信に満ち溢れてるよね。
Ｇ　　このあいだなんかＢ子と一緒にいてＣ男たちにからまれたとき、やっつけちゃったらしいよ。
ＦＨ　えーかっこいい。
Ｆ　　でもさあ、時々変な行動とるよね。
Ｈ　　変なって？
Ｆ　　なんかこんなふうにして（石を持って祈るふう。）、呪文みたいなことつぶやいてるんだ。
Ｇ　　あー見たことある。手に石みたいなもの、持ってた。
Ｈ　　なんか、変な宗教に入っちゃったんじゃないの？
Ｆ　　だとしたら、ちょっと怖いね。
Ｇ　　なんかを信じると人って強くなるらしいよ。
Ｆ　　ほんとは自分の力なのにね。
Ｇ　　ただの石でも信じたら特別な力を持ったようにも思うのかもね。
Ｈ　　その石って、いつも持ってるの・
Ｆ　　そうでしょう。
Ｇ　　じゃあ、体育の時は？
Ｆ　　その時は教室に置いてあるんじゃない？
Ｈ　　どんな石か、見てみたいね。
Ｇ　　男子の着替えた後、探しに行く？
Ｆ　　きゃあどうしよう。
Ｈ　　なんでＦ子が照れるの。
Ｆ　　だって正太郎君のパンツが出てきたらどうしよう。
Ｇ　　あのね、体育の時、わざわざパンツまで脱がないの。
Ｆ　　もう一枚履いていたらどうしよう。
Ｈ　　はいはい、じゃあＦ子はパンツ探してて。私たちは石を探すから。
Ｇ　　ほんとにやる？
Ｈ　　ちょっと見るだけ。盗るわけじゃないから。
Ｇ　　う～ん。
Ｈ　　次の体育の時間、忘れ物取りに行くふりをして、教室にいってみよう。
Ｆ　　わー、パンツ楽しみ。
Ｇ　　違うから。
　　　　３人退場。ＣＤＥ出てくる。
Ｃ　　おい、聞いたかよ。
ＤＥ　聞いた聞いた。
Ｃ　　チャンスだね。
Ｅ　　どんなパンツでしょうね。
Ｃ　　違うから。
Ｄ　　で、どうする？
Ｃ　　俺にいい考えがある。
　　　　３人、ひそひそ話。

《ブルー暗転》　３つの箱を中央に持っていき、一つ重ねて机とイスのようにする。机の上に男子の着替えが置いてある。セットができたら照明。

　　　　ＦＧＨ、そっと入ってくる。Ｈ，着替えのところに行き、石を見つける。
　　　　Ｅ、突然入ってきて
Ｅ　　あーお前たち、ここで何やってるの。
　　　　ＦＧＨ、慌てて、石を落としてしまう。
Ｇ　　あ、いやー、忘れ物。
Ｅ　　へえ。正太郎の机でね。
Ｈ　　ああの、私の筋肉マン消しゴム略してキンケシがこの辺にころがって・・・ね。
Ｆ　　ね。

Ｇ　　ね。
Ｅ　　ふ～ん。で、あったの？
Ｈ　　あ、いや、かん違いみたい。
Ｆ　　ねえ、行こう。遅れるよ。
Ｇ　　うん、行こう。
　　　　３人、退場。Ｅ、落ちている石を拾う。
Ｅ　　ふ～ん、これがねえ。ただの石にしか
見えないけど。（退場）
　　　　《ブルー暗転》

　　　　黒子、イス・机にしていた３つの箱をベンチの形にし、着替えを片付ける。セットが終わったら照明。

　　　　ＡＢ登場。ねずみ男も反対側から登場。二人に気づき、ベンチの後に隠れる。
Ａ　　ねえ。まだ、怒ってるの？
Ｂ　　知らない。
Ａ　　妖怪だっていいじゃん。
Ｂ　　まだ言ってる。ただの変なおじさんで
しょ。
ね　　変なおじさんじゃない！（突然後ろから出てくる。）
Ａ　　あ、ねずみ男。
Ｂ　　あなた、ほんとに妖怪なら、なんか不思議な現象起こしてよ。
ね　　お安い御用で。
Ｂ　　じゃあ、魔女の宅急便みたいに、ホーキに乗って空を飛びたい。
ね　　あいよ。じゃあちょっと目をつぶっていて。
　　　　ねずみ男、ジジのついたホーキと黒布を持ってくる。
ね　　目をつぶったまま、これをまたいで。
　　　　ホリゾントに空。雲が流れる。Ｂ、横向き。ベンチに奥の方の片足を乗せているが、ホーキの柄に黒布がついているので見えない。客席から見える足は宙に浮かしている。魔女の宅急便の音楽。
ね　　目を開けて。
Ｂ　　あーほんと。空飛んでるー。
　　　　しばらく飛ぶ。下に降りたらホリゾントの空、雲を消す。
ね　　どう？
Ｂ　　うん、すごい。
ね　　じゃあ、今度は正太郎。
Ａ　　そうだなあ。ちょっとした冒険がして
　　　みたいなあ。
ね　　よし、じゃあ、目をつぶって。
　　　　ホリゾントの色が変わる。
ね　　いいよ。目を開けて。
Ａ　　ここどこ？
　　　　突然、銃を持ったジャイアンが入ってくる。
Ａ　　あ、ジャイアン！
ジ　　おーい、いたぞー。
　　　ＣＤＥ、銃を持って入ってくる。
Ｃ　　おい、お前たち、もう逃げられないぞ。
Ｂ　　え？　どういうこと？
ね　　しまった！　術を間違えた。
Ｄ　　ごちゃごちゃ言ってないで、そこに座
れ！
Ｅ　　手を後ろに組め。
　　　　ＡＢねずみ男の３人、後ろ手に縛られる。
Ａ　　ねずみ男、冗談じゃないよ。ここどこ
　　　なんだよ。
ね　　俺にもわからん。
Ｂ　　何それ。私たち、どうなるの？
ジ　　まあ、銃殺刑だろうな。国家反逆罪の
　　　罪で。
Ａ　　僕、何にもしてないよ。
Ｃ　　黙れ！　お前たちが空想石を盗んだ
ことは明白だ。
Ｄ　　見たやつがいるんだよ。
ジ　　お前たちがその石で国家転覆をもくろんでいることを、知らせに来たやつがいるんだよ。
Ａ　　そんなこと考えるわけないじゃん。
　　　だいたい、これはただの石だよ。
Ｃ　　とうとう白状したな。やっぱり持っていたんじゃないか。早くその石を出せ。そうすれば終身刑くらいにしてやる。
Ａ　　あ、そういえばなくしちゃったんだ。
ジ　　うそをつくな！
Ｂ　　あの石がなんなの。
Ｄ　　あの石はなあ。手に持って何か願うだけで、なんでもかなってしまうんだ。世界だって手に入れられる。
Ｃ　　お前はこの石で、世界征服をねらったんだろ。
ね　　そんなはずはない。それは、多摩川の河原で拾ったただの石だよ。
Ａ　　えーなんだって！
Ｂ　　だから言ったでしょ。ねずみ男なんてあてにならないって。
Ａ　　でも、願いはかなった。
ね　　それはたぶん・・・・
ジ　　ごちゃごちゃうるさい。しばらくここにいてもらうからな。次に来た時は、処刑場に連れて行くから、覚悟しておけ。
　　　　ジＣＤ、退場。
Ｂ　　何このシチュエーション。
Ａ　　ねずみ男、なんとかしてよ。
ね　　無理。
Ｂ　　よくそんなにのんびりしてられるわね。
ね　　おれは妖怪だからね。死ぬことはないんだ。っていうか、もう、何回も死んでるし。
Ｂ　　あんたはいいけど、私たちはいやよ。
Ａ　　こんな時、石があったらなあ。
Ｂ　　だから、ただの石だって言ってるでしょ。

Ａ　　だって・・・

Ｂ　　まだわからないの？　あなたが頼っていたものなんてただの張りぼての偶像よ。

Ａ　　ねずみ男、僕をだましたの？

ね　　だまされる方が悪いのさ。

Ａ　　ひどいよ。１万円返せ。

ね　　１万円以上のものを手に入れたじゃないか。（ＢＧＭ「カッチーニの『アベマリア』」　以後、暗転まで流しつづける。）

Ａ　　えっ？　何だって？

ね　　だからイシだよ。

Ａ　　だからその石がうそなんじゃん。

ね　　じゃなくて、イ・シ（意志）

Ａ　　イ・シ（石）？

ね　　イシ（意志）

Ａ　　イシ（意志）？

ね　　そう。

Ａ　　あーなんだかわかんない。

ね　　俺が渡したのは、中身の空っぽな軽石さ。正太郎はホントはもっと強い意志を持っている。

Ａ　　僕のイシ？　それはどこにあるの？

　　　　妖怪たち現れる。みんな石を持っている。
妖怪たち（口々に）ほら、ここにあるよ。
　　　　　　　　　ここだよ。
　　　　　　　　　ここだよ。
Ａ　　どれが僕の石かわからないよ。
　　　　　　　　　これだよ。
　　　　　　　　　これだよ。
　　　　　　　　　これだよ。
Ａ　　わからないよ。どれなの。
ね　　正太郎。違うんだよ。
Ａ　　どれが僕の？
　　　　　　　　　これさ。
　　　　　　　　　ここにあるよ。
　　　　　　　　　君の石。

　　　　　　　　　ほら、こんなにたくさん。

　　　　　　　　　でも全部軽い。

　　　　　　　　　ただの石さ。

Ａ　　え、どれなの？
ね　　違うんだよ正太郎。
Ａ　　僕の石だよ。返してよ。
　　　　　　　　　違うよ。
　　　　　　　　　これは私の石。
　　　　　　　　　君のじゃない。
　　　　妖怪たち、去る。
Ａ　　（ぽつんと）僕のだよ。
ね　　ねえ、よく聞いてくれ正太郎。あれは
ほんとにただの石なんだ。君はあの石の力だと思っているけど、ほんとは君自身の力だったんだ。自分の力なんだよ。自分で切り開いていたんだ。正太郎、君の力なんだ。
Ａ　　え？
ね　　自信を持ってごらん。
Ｂ　　そうよ正太郎。あなたはすごい力を持っているのよ。自分を信じて。私、あなたを信じてるわ。
Ａ　　僕の力？！
Ｂ　　そうよ、あなたの力よ。
ね　　手のひらを見てごらん。石が見えるよ。
Ａ　　えっ？　だって縄で縛られていて・・
ね　　それは君の囚（とら）われだよ。
Ｂ　　囚われ？
ね　　そう。もっと自由だと思ってごらん。
　　　　縄が外れる。
Ａ　　あっ。
ね　　自分で自分を縛っているだけさ。
Ａ　　どういうこと？
ね　　そのうちわかるよ。さあ、手のひらを見て。
　　　　見るが何もない。
Ａ　　何も・・・
ね　　し！　黙って。しっかり見て。見えるから。

　　　　照明、少し暗くなる。Ａの手のひらにいつのまにか光る石が乗っている。

Ａ　　・・・・ほんとだ。石がある。僕の石だ。（願う。呪文は唱えない。）
　　　　兵士たち（Ｃ～Ｉ・ジャ）、登場。戦いの明かり。

Ａ　　おまえ達はいったい誰なんだ？

兵士たち　（声をそろえて）おまえが西の空のはてから拾ってきた者達さ。

Ａ　　どういうこと？

　　　　一人の兵士、Ａにかかっていく。

Ａ　　おまえは誰なんだ？

兵士　拾い集めた哀愁とたそがれ。

　　　　同じように次々とかかっていき、そのたびに名乗る。

Ａ　　おまえは？

兵士　偽善者のためいき。

Ａ　　おまえは？

兵士　用意周到なペシミスト。

Ａ　　おまえは？

兵士　仮面をかぶった露悪家。

Ａ　　おまえは？

兵士　寄生する愛想笑い。

Ａ　　おまえは？

兵士　不機嫌な愛情。

Ａ　　おまえは？

兵士　やる気まんまんの自信喪失。

Ａ　　おまえは？

兵士　生きるじたばた。

　　　　一方、ねずみ男に向っていく３人は

ね　　おまえたち、もしかして・・・！

兵士　疑心暗鬼の猫娘。

兵士　長いものに巻かれたい一反木綿。

兵士　空気が読める妖怪百目。

３人の兵士　そう。あなたと同じ妖怪の仲間。

しばし戦いの場面。途中でスローモーションになる。正太郎、拾い集めたマイナスのものを一つずつ克服するように、一人ずつ兵士をやっつけていく。ねずみ男、やられてしまう。やがて、兵士たち、Ａにやられ、退散。（消える）
Ｂ　　すごい。みんなやっつけちゃった。
ね　　（苦しそうに）正太郎がやったんだよ。
Ａ　　ねずみ男！
Ｂ　　どうしたの？　しっかりして！
ね　　どうやら年貢の納め時だ。
Ａ　　だって、君、妖怪でしょ。死なないんでしょ。
ね　　おれは半分妖怪だけど、半分は人間さ。ほんとは命もある。
Ｂ　　何回も死んで何回も生き返ったんでしょ。
ね　　死に損ねただけさ。ゴホッゴホッ。
Ａ　　ねずみ男！
ね　　正太郎。よかったなあ。君はもう自分の力で何でもできるよ。
Ａ　　やだよ、死ぬなよ、ねずみ男。
ね　　おれはいつも悪いことばかりしてきた。最後にやっといいことができた。
Ｂ　　そんな・・・私、救急車呼んでくる。
ね　　無駄だよ。俺の体は普通じゃないんだ。医者だって困っちまう。
　　　　Ａ、石を持つ形をとり、懸命に祈る。
Ａ　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　神様、お願いです。助けて下さい。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　どうか、お願いです。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　ねずみ男をどうか、どうか・・
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　助けて下さい、お願いです。
　　　僕はこれからいい子になります。なん
　　　でも一生懸命やります。だから助けて
　　　ください。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
　　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
ね　　もういいよ、正太郎。ありがとう。
俺のことでこんなに一生懸命祈って
くれたの、君が初めてだよ・・・・・・
　　　あ・り・が・と・う・・正太郎・・・・
　　　（ぐったりする。）
ＡＢ　ねずみ男―――！
　　　　《暗転》

　　　　溶暗中に、仮面をつけた妖怪たち、倒れているねずみ男を運んでいく。Ａ、Ｂ、その光景に驚き、見送る。妖怪たちが袖にはけたら舞台暗黒。
　　　　　四
　　　　初めのベンチにＡ、眠っている。
　　　　Ｂ子登場。
Ｂ　　正太郎！　ちょっとこんなところで寝ると、風邪ひくよ。
　　　　Ａ、飛び起きる。
Ａ　　あれ？　ねずみ男は？　
Ｂ　　何言ってるの？　私よ。
Ａ　　え、あれ？　夢？
Ｂ　　どれくらい寝てたの？　塾にも来ないで。
Ａ　　え？　Ｂ子、今来たの？
Ｂ　　あたりまえでしょ。私ちゃんと塾行ったもん。
Ａ　　ラーメン、イケメン、僕ツケメン。
Ｂ　　はあ？
Ａ　　今のセリフ、聞いたこと・・・
Ｂ　　ない！　全くもう大丈夫かなあ。彼女としては心配だなあ。
Ａ　　大丈夫！
Ｂ　　え？！
Ａ　　大丈夫！　まかせとき。
Ｂ　　どうしたの？
Ａ　　だから僕が君を・・（耳打ちする。）
Ｂ　　ほんと？！　うれしい！　一緒に帰ろう。
Ａ　　うん。
　　　　一緒に帰ろうと立ち上がる。石が落ちる。ＢＧＭ。
Ａ　　あれ？　やっぱりほんとだったんだ
　　　・・・・
Ｂ　　なーにそれ？　石？
Ａ　　あ、いや、なんでもない。
　　　　Ａ、石をベンチの上にそっと置いて行く。Ｂ子、うれしそうに、楽しそうに、一人先に行く。
Ａ　　あ、待ってよ。（追いかける。退場。）
　　　　ねずみ男、陰から見ている。そこにぼんやりとサス。
　　　　ベンチの石、光る。そこにサス。ＢＧＭ盛り上がり、幕。
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